


株主の皆様には、ますますご清栄の
こととお慶び申し上げます。
米国発のサブプライムローン問題に

端を発した世界的な金融危機により、
昨年後半、世界経済は大きな打撃を受
けました。その結果、実体経済にも大
きな影響がおよび、金融機関だけでな
く製造業をはじめとした多くの産業に
おいて、事業を取り巻く環境が非常に
厳しくなっています。このような状況
に対応するため、多くの企業は懸命な
努力を続けています。野村総合研究所

グループ（以下、「NRIグループ」）はこのような努力を続けている
お客様企業と一体となり、厳しい事業環境を克服し、中長期の成
長を果たすためのさまざまな課題に真正面から取り組んでいきた
いと考えています。
一方、NRIグループでは、2009年を“足元を見直す良い機会”

ととらえております。
厳しい事業環境が想定されますが、それを変革のための好機と

とらえ、どのような環境においても成長を続けることのできる筋
肉質の経営基盤・事業基盤を構築することを目指します。そのた
め、従来より取り組んでいる、品質向上のための施策については
さらに力を入れるとともに、あらためて基本に立ち返り、効率
的・機動的な組織への革新に取り組んでまいります。

NRIグループでは、昨年、グループの長期ビジョンである「NRI
ビジョン2015」を策定しました。この長期ビジョンでは、2015
年を念頭に「業界横断的・市場横断的なビジネスプラットフォー
ムの提供」、「グローバル展開」、「成長を支える生産革命」を実現
するという目標を掲げています。

2009年は長期ビジョン実行の2年目にあたります。非常に厳し
い事業環境ですが「NRIビジョン2015」の実現に向けてグループ
が一丸となってこの難局にあたりたいと思います。
私もその先頭に立って成果を上げるべく取り組んでまいります。
株主の皆様におかれましては、なにとぞ一層のご理解とご支援

を賜りますよう、お願い申し上げます。

2009年2月
代表取締役会長兼社長（CEO&COO）













「NRI学生小論文コンテスト2008」の表彰式を開催（2008年10月12日）

NRIでは、「日本の未来を提案し

ます。」というキャッチフレーズの

もと、2010年、そして2015年の

日本に向けたさまざまな提案をお

こなうキャンペーンを2005年から

実施してきました。その一環とし

て、これからの社会を担う若い世

代の皆さんに、日本の将来に目を

向け、考える機会を持っていただ

こうと、2006年から毎年「NRI学

生小論文コンテスト」を開催して

います。

2008年は、「日本の新たな『開

国』に向けて」をテーマにコンテ

ストを開催し、大学生・高校生、

そして留学生から、185の論文をお

寄せいただきました。寄せられた

論文について、NRIグループの社員

による審査の後、特別審査委員と

して池上彰氏（ジャーナリスト）

を迎えた審査委員会での最終審査

を経て入賞論文を決定しました。

2008年10月12日の表彰式にて

大賞、優秀賞、特別審査委員賞に

入賞された方々に表彰状を授与し

ました。入賞論文はホームページ

でご覧いただけます。

(http://www.nri.co.jp/publicity/
2010/2008/contest.html)

セブン銀行の社内管理会計システムを構築（2008年12月3日発表）

NRIは、株式会社セブン銀行の

ATM処理データ等を一元的に収

集・蓄積・管理する管理会計シス

テムを構築し、10月から本格的に

稼働開始しました。NRIのシステ

ム・インテグレーション分野にお

ける豊富な実績とノウハウを活か

し、開発着手から約6ヵ月という

短期間でシステム構築を完了しま

した。

セブン銀行はこのシステムによ

り、ATM別・提携先別・拠点別・

事業別・商品別・顧客別等のさま

ざまな切り口による収益構造・コ

スト構造を把握し、データ分析に

基づいた合理的な資源配分による

戦略立案に役立てることが可能と

なりました。

入賞者の皆さん



グループ会社の統合・譲渡を発表（2008年12月12日発表）

およびマネジメント研修事業をおこなう100%子会社

のエヌ・アール・アイ・ラーニングネットワーク株式

会社の株式を、キヤノンマーケティングジャパン株式

会社に、NRIがそれぞれ譲渡することで基本合意しま

した。株式譲渡は2009年4月に実施する予定です。

各グループ会社の事業を最大限伸ばせる経営環境を

検討した結果、上記のグループ会社の再編に至りまし

た。今後もNRIは、各グループ会社の強みを活かし、

NRIグループ全体としての一層の成長を目指して努力

してまいります。

NRIの100%子会社であるエヌ・アール・アイ・ネッ

トワークコミュニケーションズ株式会社とエヌ・アー

ル・アイ・ウェブランディア株式会社が2009年4月に

合併することを発表しました。前者の“Webシステム

開発運用力”と後者の“顧客企業ブランド価値創出力”

を融合させることで、より高い競争力を持つビジネス

モデルを構築し、Webビジネスシステム分野における

No.1企業となることを目指します。

また、保険業界向けのシステム開発をおこなう

100%子会社の株式会社インステクノの株式を、株式

会社東邦システムサイエンスに、企業向けIT研修事業

NRI協賛、金融庁後援の「日経産業新聞フォーラム」開催（2008年12月15日開催）

グローバルセキュリティ研究所所長）、松尾直彦氏

（東京大学大学院法学政治学研究科客員教授）らの講

演がおこなわれ、金融危機直後の世界と日本の経済情

勢を踏まえて企業の活力を高めるための、金融機関や

マーケットの新たな役割について活発な議論が繰り広

げられました。会場の経団連ホール（東京）には約

400名の企業経営者や企業の財務担当者が来場し、講

演に耳を傾けていました。

なお、フォーラムの模様は、2009年1月28日の日経

産業新聞に掲載されました。

日本経済新聞社が主催し、NRIが協賛した2008年12
月15日の日経産業新聞フォーラムにて、NRI金融市場

研究室主席研究員の井上哲也が講演をおこないまし

た。講演では、金融危機によって明らかになった金融

市場で生じてきた構造変化を説明するとともに、新し

い「市場主義」の提唱をおこないました。

このフォーラムは 「転換点を迎えたグローバル金融

市場、企業の経営力を高めるための金融サービスと

は－国内経済を力強く支えるための日本型金融ビジネ

スモデル－」と題し、竹中平蔵氏（慶應義塾大学教授



アンケート結果より（有効回答数：1,211）

「NRIだより」に年2回、アンケートを同封し、株主の皆様のご意見をおうかがいしています。「NRIだより2008年Vol.3」
に同封したアンケートにも多数のご回答をいただき、ありがとうございました。
下記にご紹介した以外にも、株価や配当、未来創発フォーラムなどに関して多くのご意見・ご希望をいただきました。

皆様のご期待にお応えできるよう、今後も努力してまいります。

NRIのCSR（企業の社会的責任）活動を
ご紹介するホームページを更新しました。

NRIは「未来創発」という企業理念のもと、社会を支える情報
システムをつくり、未来のあり方を提案する「攻めのCSR」、公
正で誠実な企業経営や倫理観に基づいた事業をおこなう「守りの
CSR」、そして「NRIらしい社会貢献」という3つのCSR活動を推
進しています。
これらの活動を通じて、社会への責任を果たし、より豊かな社

会の実現に貢献してまいります。
NRIのCSR活動を詳しくご紹介するホームページを2009年1月

に最新情報に更新しましたので、ぜひご覧ください。

http://www.nri.co.jp/csr/index.html



未来創発フォーラム2008
名古屋・東京

2010年、未来を創発する力
─「第三の開国」に向けて

日本が世界で競争力を高め、

内外の環境変化に対応していくための

「第三の開国」に向けて

私たちが取り組むべきことは何か。

「未来創発フォーラム 2 0 0 8」では
名古屋と東京の 2都市で
その答えを探っていきました。
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名古屋では
日本の将来像を探りながら
想像力について
議論しました。

をテーマに議論しました。

　ロボットデザイナーの松井龍哉さ

んは、社会にとって利益があるソフト

を想像し創造することで、ものづくり

が新しくなると発言。長野県小布施

町の活性化に寄与するセーラ・マリ・

カミングスさんは、「異文化を取り入

れれば摩擦が起きる。摩擦を恐れな

いことで、今まで見捨てられていたも

の、埋もれていたものを再認識でき、

人を動かす力が生まれる」と話しまし

た。NRIの奥田誠は、東海三県で

はベンチャー企業が起こりにくいこと

名古屋のフォーラムでは、最初に、

NRI取締役会長兼社長の藤

沼彰久が開催の挨拶をしました。そ

の後、東京大学大学院教授の伊藤

元重さんと、NRIの吉川尚宏による

二つの講演が続きました。

想像力発
新たなものづくりへ

　パネルディスカッションでは、ジャ

ーナリストの池上彰さんがモデレー

ターを務め、「未来を想像する力」

　伊藤さんは、世界同時金融

危機の話を入口に、「今回の金

融危機の背景にはここ8年間

の世界的な大変化がある」と指

摘し、「この1、2年の金融関連

の動きだけを見ていたのでは、

将来を見誤る」と述べました。

　そして、「10年後、20年後の

日本が元気な姿であるために

は、これまでとは異なる発展の

仕方が必要。海外をどう利用

して国内をどう活性化するか考

えるべき」と語り、国内の活性

化については、「イノベーション

に前向きな人材を育成するこ

とと、今までは内需型だった都

市不動産、教育、医療などの非

製造業分野を、世界に通用する

レベルにまで伸ばしていくこと

が、より豊かな日本の社会につ

ながる」と締めくくりました。

［講演］

大変化の時代

名古屋 2008年10月2日木
13:30→17:00
中京大学文化市民会館
［オーロラホール］

東京大学大学院
経済学研究科教授  経済学部長

伊藤 元重さん



12

［パネルディスカッション］

未来を想像する力

を指摘。新しい「尖った技術」を見

出せる、優れたコーディネーターの

存在が重要だと述べました。伊藤さ

んは、「働くことを原点から考えると、

昔は奴隷労働の『レーバー』がいて、

産業革命後に『ワーカー』に変わった。

今後は、仕事を楽しむ『プレイヤー』

が活躍する時代。求められる人材も

変わってくるだろう」と語りました。

　池上さんは「『想像力が世界を救

う』という言葉が好きだ。想像力を

働かせることで、日本のさまざまな課

題を解決できる」とまとめました。

ジャーナリスト

池上 彰 さん

未来創発フォーラム2008
2010年、未来を創発する力
──「第三の開国」に向けて

　吉川は、日本製携帯電話端

末のグローバル市場における

シェアの低さなどを例に挙げて、

日本市場の孤立について解説。

大陸から隔絶されて生物が独

自進化したガラパゴス諸島に

なぞらえて、「日本は『ガラパゴ

ス化』してい る」と述べました。

　また、「今後、脱『ガラパゴス

化』を図っていかないと、2015
年頃の日本は、国内は閉塞、海

外からは孤立してしまう」と指

摘。「人口減少やGDPの伸び

悩みによる内需依存の限界が

訪れるため、グローバル戦略

がより重要になる。脱『ガラパ

ゴス化』のためには、世界に通

用するスタンダードを確立して、

自らの強さを、積極的に海外に

アピールしていくことが大事」

とまとめました。

東京大学大学院
経済学研究科教授  経済学部長

伊藤 元重さん

株式会社桝一市村酒造場
代表取締役

セーラ･マリ･カミングスさん

フラワー･ロボティクス株式会社
代表取締役

松井 龍哉さん

NRIコンサルティング事業本部
名古屋オフィス代表

奥田 誠

NRIコンサルティング事業本部
主席コンサルタント

吉川 尚宏

［講演］

2015年の日本～
脱『ガラパゴ ス化
現象』
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N RI取締役会長兼社長の藤沼

彰久の挨拶に続いて、経済

ジャーナリストの財部誠一さんが「東

京を基点に、日本の経済・産業の活

性化を」というテーマで、NRIの吉川

が名古屋と同様のテーマで、それぞ

れ講演を行いました。

海外の評価を追わずに
価値を自分たちで見出す

　パネルディスカッションは「未来を

開拓する力」をテーマに行われました。

名古屋のフォーラムでもモデレータ

ーを務めた池上さんの、「未来を開

拓する力をつくるうえで、今、私たち

は何をすべきか」という問いかけから、

議論が始まりました。　

　ギャラリストの小山登美夫さん

は、昨今の海外における日本人アー

ティストブームの話から、「海外の評

価を追いかけるのではなく、自分た

ちでその価値を見出せる環境が整え

ば、時間をかけず、よりダイナミック

に、日本の力を世界に示していける

だろう」と語りました。

　財部さんは、自身の滞米体験を

もとに、アメリカの世界同時金融

危機下の状況について語り、「日

本人は、株価に反映されている意

味を過剰にとらえて、現状に怯え

すぎている。自分の国の、世界に

おける経済的なポジションを客観

的に理解して、市場と実体経済の

関係と価値をしっかりと見極めら

れるようにすべきだ」と述べました。

　また、「日本には、高い技術力

や素晴らしいサービス産業をはじ

めとした潜在能力があるのに、低

い自己評価によって萎縮してしま

っている。もっと自分の国に自信

を持って、市場を開拓していくこ

とが、経済・産業の活性化につな

がる」と語りました。

［講演］

東京を基点に、
日本の経済・
産業の活性化を

東京では
未来を開拓するための
日本の力について
考えました。

東京 2008年10月27日月
13:30→17:00
東京国際フォーラム
［ホールA］

経済ジャーナリスト

財部 誠一さん
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　財部さんは「太平洋戦争以降、欧

米の文化を取り入れて成長してきたと

いう歴史的な背景から、日本人は欧

米に対する憧れを強く持っているた

め、『欧米で評価された』という肩書

ばかりを重視してしまう傾向がある。

日本人としてのアイデンティティーを

しっかり持って、良いものは良いと言

える自信を身につけるべき」と述べま

した。

　ノンフィクション作家の小松成美

さんは、「大リーグのイチロー選手

もサッカーの中田英寿選手も、最初

は海外では通用しないと言われたが、

強い志を持って海外に出ていき成功

をつかんでいる。自分の力を信じて

進んでいくことで、道を切り拓いてい

けるし、そこに活躍できる環境が生

まれてくる」と発言しました。

日本の良さを見つけて
育てていくことが必要

　NRIの吉川は、「日本には未来を

開拓していく潜在力がある。これか

らは、その潜在力を生かして、ユニ

［パネルディスカッション］

未来を開拓する力

経済ジャーナリスト

財部 誠一さん

ギャラリスト

小山 登美夫さん

ノンフィクション作家

小松 成美さん

NRI主席コンサルタント

吉川 尚宏

ークな人や製品を伸ばしていくこと、

または、海外の技術やスタンダード

との融合を図っていくことが脱『ガラ

パゴス化』につながる」と話しました。

　池上さんは、「バブルがはじけて、

一度は元気がなくなった日本だが、

必ず新しい芽が生まれる勃興期がや

って来る。それまでに、日本人として

のアイデンティティーを持ち、日本の

良さを自分たちで見つけていくことが

大切。また、それを将来にも継承し

ていくことが重要だ」と締めくくりま

した。

ジャーナリスト

池上 彰 さん

未来創発フォーラム2008
2010年、未来を創発する力
──「第三の開国」に向けて



　両会場では、NRIの事業を紹介

する小冊子やCSR報告書ダイジェス

ト、広報誌「未来創発」などが、NRI

オリジナルエコバッグとともに来場者

に配布されました。
NRIのコアとなる5つの事業について
解説した「NRIの事業。─未来創発に
向けた5つのキーワード」

NRIが支えている社会の仕組みを
具体的に紹介した「×NRI」

NRI
解説した「
向けた

名古屋会場で展示され
た、体を動かしたときの
服の見え方がわかるマネ
キンロボット「Palette」
ⒸFlower Robotics

　名古屋・東京両会場のロビーでは、

ＮＲＩの事業内容などを伝える展示

を行いました。休憩時間には、多く

の来場者が、展示された書籍やデモ

ンストレーションに見入っていました。

名古屋の会場となった中京大学文化市民会館

15 16



NRIの社会貢献活動をまとめた
「NRI CSR報告書ダイジェスト」

未来を予測して年表化した
「NRI未来年表 2008-2050」

NRIの企業理念を伝える
広報誌「未来創発」

世の中の仕組みや変
化をナビゲートする
「NRI未来ナビ3」

来場者の資産運用への関心
からか人気が高かった東京
会場の「Naviface」のデモ

携帯総合ナビ「全力案内！」
の携帯電話を使用したデモ

電子マネー「nanaco」
のパネル展示東京の会場は有楽町の東京国際フォーラム

15 16未来創発フォーラム2008
2010年、未来を創発する力
──「第三の開国」に向けて
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東京 2008年10月27日月　東京国際フォーラム

第1部 講演

東京を基点に、日本の経済・産業の活性化を
経済ジャーナリスト
財部 誠一

2015年の日本～脱「ガラパゴス化現象」
NRIコンサルティング事業本部 主席コンサルタント
吉川 尚宏

第 2部 パネルディスカッション

未来を開拓する力
パネリスト 経済ジャーナリスト

財部 誠一
ノンフィクション作家
小松 成美
ギャラリスト
小山 登美夫
NRIコンサルティング事業本部 主席コンサルタント
吉川 尚宏

モデレーター ジャーナリスト
池上 彰

名古屋 2008年10月2日木　中京大学文化市民会館

第1部 講演

大変化の時代
東京大学大学院経済学研究科教授  経済学部長
伊藤 元重

2015年の日本～脱「ガラパゴス化現象」
NRIコンサルティング事業本部 主席コンサルタント
吉川 尚宏

第 2部 パネルディスカッション

未来を想像する力
パネリスト 東京大学大学院経済学研究科教授  経済学部長

伊藤 元重
フラワー･ロボティクス株式会社 代表取締役
ロボットデザイナー
松井 龍哉 
株式会社桝一市村酒造場 代表取締役
株式会社文化事業部 代表取締役
セーラ・マリ・カミングス
NRIコンサルティング事業本部 名古屋オフィス代表
奥田 誠

モデレーター ジャーナリスト
池上 彰

NRI未来創発フォーラム2008［プログラム］



会社概要

会社名 株式会社 野村総合研究所

英文社名 Nomura Research Institute, Ltd.

所在地 〒100-0005 東京都千代田区丸の内一丁目6番5号
丸の内北口ビル

沿革 1965年4月　株式会社野村総合研究所 (NRI) 設立
1966年1月　株式会社野村電子計算センター (NCC) 設立
1988年1月　両社が合併

資本金 186億円

代表者 代表取締役会長兼社長　藤沼　彰久

従業員数 5,033名／NRIグループ6,114名（2008年12月31日現在）

株主メモ

事業年度 4月1日～翌年3月31日

定時株主総会 6月

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
特別口座の口座管理機関 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 証券代行部

（連絡先・照会先） 三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 証券代行部
〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番11号
�0120-232-711（通話料無料）

単元株式数 100 株

公告方法 電子公告（当社ホームページ　http://www.nri.co.jp）
ただし、事故その他のやむを得ない事由により、電子公告によることができない場合は、日本経済新聞に
掲載いたします。

（注）1. 株券電子化にともない、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会

社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三菱ＵＦＪ信託銀行）ではお取り

扱いできませんのでご注意ください。

2. 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別口座管理

機関（三菱ＵＦＪ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱ＵＦＪ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

3. 未受領の配当金につきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行本支店でお支払いいたします。
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